近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
３クール日報（２月１日～2月６日）
	報告日
天気
	2月2日（金）
曇り時々雪
気温　最高10度（最低１度）
	報告者
	太子町社協：貝長、大阪府社協：小笠原
大阪市社協：木下、堺市社協：増岡
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:40　  出発
7:45　  志賀町VC到着
8:00    朝礼、ミーティング
8:40 　 県Vバス到着　V受付
　　　  V活動、現地調査
13:00　 V活動やニーズ集約、現地調査等
15:30 　V活動終了
16:30   ミーティング
18:00～ 移動（宿泊地まで）
19:00　 宿泊地に到着

	報告事項

	・ニーズ件数：計319件／新規：20件
・現地調査：計123件
・ボランティア：県Vバス　13名　個人ボランティア→件数未把握
・新規ニーズ受付件数は、ここ数日で一番多かった。
・ボランティアが町中で話しかけられることも増えた。地域の認識が上がっていると思われる。→各車両にVCのチラシを載せる必要あり。
・富来にて、特例貸付の説明会を実施。→相談は1件。
・自動車類の持ち込み
→軽トラ：3台（大阪府内社協より）ベルファイア：2台（県庁・トヨタより）
・ボラセン職員の名前がわからないという意見がボランティアから上がったため、職員全員でガムテープで名札を作ることとなった。
・県庁が灯油ストーブを持参→受付で使用する。灯油や火の扱いについて、ボランティア内で余震の心配をする声あり。

	今後の主な予定
	・明日は県Ｖバス31名の予定。活動は調整済み。
・県Vバスは2月2日～5日まで職員添乗はなし。
・地元Vの駐車は、V車両の増加にともない少し離れた駐車場にとめる。


	調整課題・書簡等
	・個人ボランティアが参加されるが、キントーンへの入力をされていない方が一定数いるため、正確な数値の計測が難しい。
・富来に住んでいる方がボランティアに参加してくれている。一旦志賀町VC本所に来ていただいているため、移動時間が発生している。要考慮。
・県Vバスのコーディネーターがバスに添乗していないことで、乗り降りなどで混乱があった。今後コーディネーターがいないことを前提に、混乱が起きないようなフローを組む必要性があるかもしれない。


	その他
	





